
大
会
で
は
延
べ
五
〇
人
の
代

議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。委
員
長
を
は
じ
め
、
各
来
賓

の
挨
拶
、
代
議
員
の
発
言
で
も

震
災
の
復
旧
・
復
興
に
対
す
る

取
り
組
み
や
災
害
対
応
に
対
す

る
問
題
点
が
多
く
出
さ
れ
、
東

北
の
堀
井
委
員
長
は

「
通
勤

、

手
段
が
無
く
な
り
、
ガ
ソ
リ
ン

も
な
く

「
被
災
し
た
職
員
は

」

帰
る
家
も
な
く
職
場
に
泊
ま
り

込
ん
だ
人
も
い
た

「
原
発
事

」

故
で
委
託
職
員
は
出
て
こ
な
く

職
員
だ
け
で
の
対
応
と
な
っ

た」など生々しい

実
態
を
語
り
、
一
日
二
～
三
時

間
し
か
睡
眠
が
取
れ
な
い
過
酷

な
労
働
の
中
で
手
当
は
管
理
職

特
勤
だ
け

「
派
遣
も
計
画
性

、

が
無
く
た
ら
い
回
し
」
な
ど
問

題
点
も
提
起
し
ま
し
た
。
大
会

で
は
こ
う
し
た
問
題
も
踏
ま
え

て

「
地
域
主
権
」
の
動
き
に

、
対
置
し
、
国
民
の
安
心
・
安
全

を
守
る
立
場
か
ら
職
場
の
実
態

を
リ
ア
ル
に
見
、
国
交
省
の
防

災
官
庁
と
し
て
の
体
制
拡
充
の

運
動
を
強

化
し
て
い

く
こ
と
を

確
認
し
ま

し
た
。
出
先
機

関
廃
止
に

反
対
し
、

職
場
を
守

る
運
動
で

は
、
全
建

労
と
共
同

し
た
地
域

へ
の
宣
伝

（

）
、

北
陸

首
長
、
議

長
と
の
懇

談
、
議
会

請
願
な
ど

の
取
り
組

み
（
四
国

・
中
国
・
九
州
、
近
畿
）
の
教

訓
が
出
さ
れ
、
今
後
一
層
強
化

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。公
務
員
賃
金
の
一
〇
％
削
減

に
は
強
い
怒
り
が
出
さ
れ
、
国

公
労
連
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
全
国
か
ら
早
急
に
運
動
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
こ
う
し
た
攻
撃
に
負
け
な

い
組
織
の
拡
大
強
化
を
決
定
し

て
大
会
を
終
わ
り
ま
し
た
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

全
港
建
・
全
運
輸
・
全
気
象

【
退
任
し
た
役
員
】

ご
苦
労
様
で
し
た

石
田
副
委
員
長

・
山
守
副
委

員
長

・
松
井
事
務
局
次
長
・

幣
守
事
務
局
次
長
・
福
留
中
執

・
飯
塚
中
執
・
菊
池
会
計
監
査

・
吉
久
会
計
監
査
・
大
里
顧
問
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20１１. ６. ３

発行

国土交通省管理職

ユニオン

所在地

東京都千代田区霞ヶ

関 中央合同庁2-1-2
舎２号館

03-3509-1138TEL
ﾒｰﾙE

k-union@alpha.ocn.
ne.jp
ホームページ

http://www7.ocn.
ne.jp/~k-union

第１４回定期全国大会開催

、出先機関廃止や賃金削減を許さず

防災体制強化、国民の安心・安全、労働条件を守ろう
国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
第
一
四
回
大
会
は
５
月
２
８
，
２
９
日
の
二
日
間
東

京
の
晴
海
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
「
地
域
主
権
」
が
具
体
化
さ
れ
る
な
か
で
起
こ
っ
た
東
日
本
大

震
災
の
復
興
途
上
の
中
、
国
の
責
任
と
国
交
省
な
ど
の
防
災
機
関
と
し
て

の
役
割
と
機
能
が
問
わ
れ
、
ま
た
、
震
災
復
興
を
口
実
に
国
家
公
務
員
の、

賃
金
一
〇
％
カ
ッ
ト
と
い
う
暴
挙
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う

。

、

重
大
な
状
況
の
下
で
開
か
れ
ま
し
た

大
会
は
こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し

闘
う
決
意
と
ユ
ニ
オ
ン
の
存
在
と
役
割
が
一
層
強
調
さ
れ
た
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

委
員
長
岡
村
再
選
（近
畿
）新
事
務
局
長
山
本
（北
陸
）

大
会
は
議
長
に
羽
切
（
中
部

、）

宮
本
（
近
畿
）
両
氏
を
選
出
、
岡
村

委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
国
公
労
連

岩
崎
副
委
員
長
、
全
建
労
高
津
書
記

長
の
激
励
の
挨
拶
を
受
け
、
中
山
事

務
局
長
か
ら
経
過
、
方
針
の
補
強
提

案
、
東
北
堀
井
委
員
長
か
ら
震
災
対

応
の
特
別
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

２０１１年度国土交通省管理職ユニオン

中央本部役員名簿
役 職 氏 名 年齢 新再 出身
委員長 岡村 昌美 ５７ 再 近畿
副委員長 中山 幸男 ６１ 新 関東
副委員長 上村 淳一 ５９ 新 地理
副委員長 江間 裕志 ５６ 再 中部
副委員長 河野 健次 ５５ 再 近畿

安藤 勇 ５４ 新 関東副委員長
副委員長 神野 隆司 ５２ 再 九州
事務局長 山本 敏一 ５５ 新 北陸
事務局次長 坂内 亮 ６３ 再 関東
事務局次長 羽切 正好 ５５ 新 中部
事務局次長 田中 龍也 ５３ 新 近畿

大槻 金二 ５８ 再 東北中央執行委員
高橋 昭一 ５６ 再 北陸中央執行委員

中央執行委員 上林 喜美夫 ５６ 新 関東
中央執行委員 海野 鐘弘 ５５ 新 中部

山本 健二 ５３ 再 近畿中央執行委員
徳島 義孝 ５７ 再 中国中央執行委員
森 和志 ５２ 再 四国中央執行委員
坂井 泰博 ５０ 新 九州中央執行委員
渡辺 信之 ５４ 新 地理中央執行委員
川合 均 ５８ 新 中部会計監査

会計監査 小林 治 ４９ 新 関東

太田 徹信 ６６ 関東事務局員
山守 隆 ６１ 関東事務局員

災
害
対
応
、
地
域
主
権

反
対
、
賃
金
切
り
下
げ

反
対
な
ど
に
意
見
集
中

山本事務局長（左）

岡村委員長（右）

第１４回大会 大会風景



冒
頭
「
政
府
を
代
表
し
た
正

式
な
交
渉
」
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
岡
村
委
員
長
は
「
な
ぜ

１
割
削
減
か

そ
の
根
拠

一

、

」「

部
の
労
働
組
合
と
合
意
し
、
国

公
労
連
や
ユ
ニ
オ
ン
と
は
合
意

し
て
い
な
い
が
、
政
府
の
意
思

と
し
て
強
行
す
る
の
か

「
管

」

理
職
は
管
理
職
手
当
も
カ
ッ
ト

さ
れ
、
２
重
の
カ
ッ
ト
、
管
理

職
手
当
て
が
支
給
さ
れ
な
い
組

合
と
な
ぜ
合
意
す
る
の
か
」

の
３
点
の
説
明
を
求
め
ま
し

た
。参
事
官
は
「
財
政
事
情
が
厳

し
い
中
で
大
震
災
が
起
こ
り
、

財
政
支
出
が
増
大
す
る
。
今
後

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
最
大
限

ご
協
力
頂
け
る
程
度
と
し
て
１

０
％
く
ら
い
な
の
か
な
と
言
う

こ
と
で
提
案
さ
せ
て
頂
い
た
」

と
、
復
興
費
の
積
算
や
、
復
興

債
な
ど
の
財
源
措
置
の
検
討
も

な
く
、
１
０
％
削
減
が
全
く
合

理
的
根
拠
の
な
い
こ
と
を
示
し

ま
し
た
。

閣
議
決
定
が
あ
る
か
ら
と
交

渉
打
ち
切
り
前
提
で
話
を
し
て

い
る
訳
で
は
な
い
と
し
な
が
ら

も
、
出
口
の
な
い
交
渉
を
い
つ

ま
で
も
続
け
る
も
の
で
は
な

い
」
と
強
行
の
構
え
を
示
し
、

管
理
職
手
当
も
「
全
体
で
１
０

％
カ
ッ
ト
で
お
願
い
し
て
い

る
」
と
根
拠
無
し
の
説
明
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
は
法
律
・
制
度
を

無
視
し
た
削
減
の
強
行
を
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
管
理
職
手
当

の
削
減
を
手
当
の
対
称
で
は
な

い
一
部
組
合
と
の
合
意
の
不
当

性
を
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。

東
北
か
ら
参
加
し
た
大
槻
中

執
は
「
被
災
地
の
管
理
職
員
は

あ
れ
以
来
不
眠
不
休
の
活
動
を

し
て
い
る
、
３
月
の
時
間
外
勤

務
は
１
５
０
時
間
前
後
、
４
月

以
降
も
１
０
０
時
間
を
超
え
る

人
も
い
る
。
職
員
は
３
５
万
か

ら
５
０
万
円
の
超
勤
と
な
る
が

管
理
職
員
は
一
切
出
な
い
中

で
、
５
９
、
５
０
０
円
の
管
理

職
手
当
か
ら
さ
ら
に
削
減
す
る

も
の
。
自
衛
隊
の
活
動
も
見
て

い
る
が
、
時
間
通
り
に
作
業
を

開
始
し
、
時
間
通
り
撤
収
す
る

が
、
我
々
は
昼
夜
を
問
わ
ず
勤

務
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
に
出
た

も
の
で
国
民
の
感
情
云
々
と
い

、

、

う
の
は
違
う
と
思
う

合
理
的

客
観
的
に
評
価
し
て
ほ
し
い
」

と
管
理
職
手
当
か
ら
も
１
０
％

削
減
の
不
当
性
を
強
く
訴
え
ま

し
た
。

参
事
官
は
「
不
条

理
な
こ
と
で
は
あ
る

が
、
全
体
で
１
割
削

減
が
基
本
な
の
で
ご

理
解
頂
き
た
い
」
と

政
府
自
ら
が
『
不
条

理
』
な
こ
と
を
行
っ

て
い
る
事
を
示
し
ま

し
た
。
ユ
ニ
オ
ン
は
『
不

条
理
の
是
正
は
菅
内

閣
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
で
は
な
い
か
』

と
重
ね
て
１
０
％
削

減
の
撤
回
を
要
求
し

ま
し
た
。、

、

ま
た

参
事
官
は

「
今
回
の
１
０
％
削

減
は
震
災
復
興
を
口

実
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
追
求
に
「
震
災
復
興

だ
け
が
目
的
で
は
な
い
」
と
、

民
主
党
の
人
件
費
２
割
削
減
の

延
長
線
上
で
あ
り
、
実
質
的
に

震
災
復
興
を
口
実
に
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
は
「
削
減
を
言
う

な
ら
深
夜
の
手
当
な
ど
民
間
で

は
払
わ
れ
て
い
る
賃
金
を
払
っ

て
か
ら
言
え
」
と
、
特
に
管
理

職
手
当
削
減
の
撤
回
を
強
く
求

め
、
片
山
総
務
大
臣
に
意
見
具

申
を
要
求
し
、
そ
の
結
果
で
の

再
交
渉
を
求
め
て
こ
の
日
の
交

渉
を
終
わ
り
ま
し
た
。

管理職手当の削減は２重の削減、
撤回しろ！！

削減は 不条理 を認めるが、撤回は拒否“ ”

ユニオ
ンが総務
省と交渉

ユ
ニ
オ
ン
は
今
回
の
賃
金
引
き
下
げ
問
題
に
対
し
、
国
交
省
、
総
務
省
な
ど
に
い
ち
早
く
要
求
書
を
提

出
し
、
強
く
撤
回
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
特
に
総
務
省
に
対
し
て
は
国
家
公
務
員
で
管
理
職
を
組
織
し
て

い
る
の
は
ユ
ニ
オ
ン
だ
け
で
あ
り
、
管
理
職
の
代
表
と
し
て
キ
チ
ン
と
意
見
を
聞
く
べ
き
と
交
渉
を
申
し

入
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
総
務
省
当
局
は

「
政
府
を
代
表
し
て
正
式
に
交
渉
を
行
う
」
と
し
て
５
月
３
１
日
交
渉

、

が
持
た
れ
、
総
務
省
か
ら
給
与
担
当
の
渡
辺
参
事
官
、
木
戸
、
遠
山
の
両
調
査
官
、
他
が
出
席
、
ユ
ニ
オ

ン
岡
村
か
ら
委
員
長
他
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

１
０
％
削
減
は
法
律
・
制
度
を
無
視
す

る
も
の
、

し
か
も
、
一
部
組
合
の
と
合

意
押
し
つ
け
は
不
当

政府 不当な閣議決定を強行！、
法案撤回、地域・国会での運動強化を確認
政府は６月３日の閣議で国家公務員賃金の１０％削減、自立的労使

関係法などを閣議決定しました。 これは、交渉中にも係わらず、一

部組合との合意を口実に強行したもので断じて許せないものです。

連日総務省前で座り込みで抗議、撤回を求めていた国公労連などは

この暴挙に強く抗議すると共に、今後地域、職場での宣伝、撤回の運

動を強化すると共に、地元選出の国会議委員への要請を強め、法案成

立を阻止する運動強化を確認しました。

（ ）総務省渡辺参事官他 中央 ユニオン 岡村委員長他

連日総務省前で抗議する国公労連など


